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Event  and  Sports Yurihonjo  City  Topics

「
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
に
決
定

由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
の
愛
称

ガ
ス
水
道
施
設
の
復
旧
応
援
体
制
を
確
立

災
害
時
の
早
期
安
全
確
保
・
機
能
回
復
を
目
指
し
て

　
10
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
由
利

本
荘
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
、
市

は
６
月
29
日
、
秋
田
市
を
中
心

に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展

開
す
る
㈱
ナ
イ
ス
と
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
パ
ー
ト

ナ
ー
契
約
を
結
び
、
由
利
本
荘

ア
リ
ー
ナ
の
愛
称
が
「
ナ
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
で
行
わ
れ
た
締
結
式

で
は
、
長
谷
部
市
長
が
「
由
利

本
荘
ア
リ
ー
ナ
は
本
市
待
望
の

施
設
。
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
名

称
を
積
極
的
に
活
用
し
、
多
く

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
こ
れ
を
受
け
、
㈱
ナ

イ
ス
の
齋
藤
寛
之
社
長
は
「
来

春
に
由
利
本
荘
市
へ
の
出
店
を

控
え
て
い
る
。
知
名
度
ア
ッ
プ

に
期
待
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
部
分
で
市
や
市
民
の
皆
さ
ん

に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
命
名
権
の
契
約
額
は
年
間
３

１
０
万
円
、
契
約
期
間
は
10
月

か
ら
平
成
35
年
３
月
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
市
ガ
ス
水
道
局
と
市
管
工
事

協
同
組
合
（
齋
藤
淳
一
理
事
長
）

が
６
月
26
日
、
ガ
ス
水
道
局
で

「
災
害
時
に
お
け
る
ガ
ス
・
水

道
施
設
の
復
旧
応
援
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
各
地
域
ご
と
に

登
録
し
た
企
業
57
社
と
の
協
力

に
よ
り
、
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
ガ
ス
水
道
施
設
の
応
急

復
旧
や
、
断
水
時
の
給
水
活
動

に
必
要
な
人
員
派
遣
を
行
う
も

の
で
す
。

　
藤
原
企
業
管
理
者
は
「
ガ
ス

水
道
施
設
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

最
た
る
部
分
。
災
害
時
に
協
力

を
い
た
だ
き
被
害
を
初
期
で
止

め
、
市
民
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

握
手
を
交
わ
す
齋
藤
社
長（
右
）と
長
谷
部
市
長

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

本
荘
地
区
保
育
園
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
本
荘
地
域
の
保
育
園
児
や
保

護
者
の
交
流
を
図
ろ
う
と
６
月

30
日
、
第
30
回
本
荘
地
区
保
育

園
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
本
荘
地
区
保
育
園
連
絡
協
議

会
主
催
）
が
カ
ダ
ー
レ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
11
の

民
間
保
育
所
の
年
長
児
が
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
こ
れ

ま
で
練
習
し
て
き
た
歌
を
元
気

に
発
表
。
ま
た
保
育
士
に
よ
る

ダ
ン
ス
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
保

護
者
や
家
族
か
ら
大
き
な
拍
手

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
遊
び
コ
ー
ナ
ー

や
給
食
コ
ー
ナ
ー
、
子
育
て
・

未
満
児
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
、
多
く
の
親
子

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

元気に歌を披露する園児たち

人気を集めた遊びコーナー

協定書に署名する齋藤理事長（右）と藤原企業管理者

鳥
海
ダ
ム
周
辺
整
備
検
討
会
を
設
立

鳥
海
ダ
ム
の
利
活
用
を
検
討

　
鳥
海
地
域
百
宅
地
区
に
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
鳥
海
ダ
ム

の
周
辺
整
備
検
討
会
の
設
立
会

が
６
月
26
日
、
鳥
海
ダ
ム
工
事

事
務
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
市
や
同
事
務
所
、
県
、

市
民
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、

鳥
海
ダ
ム
を
活
用
し
た
観
光
、

湖
面
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
、

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
検
討

す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ダ
ム
を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
る
「
ダ
ム
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
を
進
め
る
た
め
、
４

者
が
協
同
で
協
議
を
重
ね
、
来

年
度
末
ま
で
に
整
備
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

鳥海ダムの事業概要を聞く出席者

日時　７月 28日（土）～ 30日（月）　11時～ 15時
会場　由利本荘市文化交流館カダーレ　１階　特設会場
　　　（各日８時からカダーレ西側入り口で整理券を配布します）
販売枚数　各公演とも１日 300 枚（先着順）
購入枚数　１人４枚まで
購入する際に、由利本荘市民であることを確認できる免許証、パスポート、保険証など、住所が記載された
身分証明書を持参してください。

◎一般販売についての情報は、随時 AKT ホームページにアップします。

【主催】　ＡＫＴ秋田テレビ

問　公演について　秋田テレビ事業部　☎０１８－８６６－８０３０

　　 チケットについて　キョードー東北　☎０２２－２１７－７７８８

＊追加アーティスト情報は随時AKTホームページにアップします。 http://www.akt.co.jp/
＊出演アーティストは変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

市民向け先行販売を行います

チケット料金　8,500円（税込み）
全席指定　※未就学児入場不可

ナイスアリーナ（由利本荘アリーナ）オープン記念

The  音楽祭　 由利本荘in
～新しい音楽シーンがここから始まる～

2018年10月6日（土）出演予定アーティスト
加藤ミリヤ. 清水翔太. BUZZ-ER . 當山みれい  and more…

2018年10月7日（日）出演予定アーティスト
KREVA . 超特急. 感覚ピエロ. I Don‘t Like Mondays. and more…

＊追加アーティスト情報は随時AKTホームページにアップします。 http://www.akt.co.jp/
＊出演アーティストは変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

第 1弾出演アーティスト発表
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市
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
10
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
由

利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
の
施
設
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
市
役
所
お
よ
び
各
地
域
か
ら
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
参
加
希

望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
申
し

込
み
は
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
先

　

・
市
役
所
出
発…

ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ

　
ル
ス
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
部

・
各
地
域
出
発…

各
総
合
支
所
市

　
民
サ
ー
ビ
ス
課

※

外
構
工
事
の
関
係
上
、
バ
ス
以

外
（
自
家
用
車
、
徒
歩
な
ど
）
で

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
の

施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

3

物
品
を
売
り
払
い
ま
す

4

1

☎
24―

６
２
６
２

問
い
合
わ
せ
先

管
財
課

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。

入
札
物
品
①

○
物
品
名
　
い
す
ゞ
・
エ
ル
フ

○
年
式
　
平
成
16
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格
　
10
万
円

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

公
開
場
所

①
ガ
ス
水
道
局
管
理
課

　
☎
22―

４
３
７
５

※

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
札
関
係
書
類
の
交
付
と
公
開
期

間
　
７
月
18
日
㈬
〜
25
日
㈬
　
９

時
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

書
類
交
付
の
場
所
　
ガ
ス
水
道
局

管
理
課
（
ガ
ス
水
道
局
２
階
）

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
入
札
に
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

入
札
日
時
　
７
月
30
日
㈪
　
10
時

※

10
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

入
札
場
所
　
ガ
ス
水
道
局
２
階
大

会
議
室

入
札
物
品
②

○
物
品
名
　
三
菱
・
グ
レ
ー
ダ

○
年
式
　
平
成
８
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格
　
１
５
０
万
円

○
そ
の
他
　
経
年
に
よ
る
老
朽
化

　
が
著
し
い
。

入
札
物
品
③

○
物
品
名
　
ト
ヨ
タ
・
ハ
イ
エ
ー

　
ス（
秋
田
３
０
０
ひ
３
４
６
８
）

○
年
式
　
平
成
23
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格
　
46
万
２
９
６

　
３
円

○
そ
の
他
　
助
手
席
側
後
部
の
窓

　
ガ
ラ
ス
に
擦
り
傷
あ
り
。

入
札
物
品
④

○
物
品
名
　
ト
ヨ
タ
・
ハ
イ
エ
ー

　
ス（
秋
田
３
０
０
た
１
９
９
９
）

○
年
式
　
平
成
14
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格
　
９
２
６
０
円

○
そ
の
他
　
助
手
席
側
フ
ロ
ン
ト

　
ワ
イ
パ
ー
が
折
れ
て
い
る
。

入
札
物
品
⑤

○
物
品
名
　
ト
ヨ
タ
・
ハ
イ
エ
ー

　
ス（
秋
田
３
０
０
ち
６
６
５
０
）

○
年
式
　
平
成
15
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格
　
９
２
６
０
円

入
札
物
品
⑥

○
物
品
名
　
三
菱
・
マ
イ
ク
ロ
バ

　
ス

○
年
式
　
平
成
22
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格
　
37
万
３
７
１

　
円

○
そ
の
他
　
車
両
不
具
合
の
た
め

　
整
備
・
部
品
費
用
に
40
〜
50
万

　
円
か
か
る
可
能
性
あ
り
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

公
開
場
所

②
矢
島
総
合
支
所
建
設
課

　
☎
55―

４
９
５
５

③
西
目
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
課
　
☎
33―

４
６
１
０

④
・
⑤
東
由
利
教
育
学
習
課

　
☎
69―

２
３
１
０

⑥
鳥
海
教
育
学
習
課

　
☎
57―

２
８
８
１

※

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
札
関
係
書
類
の
交
付
と
公
開
期

間
　
７
月
23
日
㈪
〜
30
日
㈪
　
９

時
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

書
類
交
付
の
場
所
　
管
財
課
（
市

役
所
増
設
棟
２
階
）

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
入
札
に
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

入
札
日
時
　
８
月
７
日
㈫
　
10
時

※

10
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

入
札
場
所
　
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー

３
階
学
習
ホ
ー
ル
（
市
役
所
隣
）

市
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

2
　
平
成
31
年
度
採
用
予
定
の
市
消

防
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

採
用
人
数

・
消
防
職…

上
級
・
中
級
・
初
級

　
か
ら
若
干
名
（
救
急
救
命
士
を

　
含
む
）

※

救
急
救
命
士…

救
急
救
命
士
資

格
を
有
す
る
方
ま
た
は
平
成
30
年

度
実
施
の
国
家
試
験
で
資
格
取
得

で
き
る
見
込
み
の
方

第
１
次
試
験
日
　
10
月
14
日
㈰

試
験
会
場
　
市
消
防
本
部

受
付
期
間
　
７
月
17
日
㈫
〜
８
月

31
日
㈮
必
着

受
験
申
込
書
の
請
求
　
受
付
期
間

内
に
市
消
防
本
部
総
務
課
ま
た
は

本
荘
消
防
署
・
矢
島
消
防
署
で
配

☎
22―

４
３
７
５

問
い
合
わ
せ
先

ガ
ス
水
道
局
管
理
課

布
し
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場

合
は
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
４
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ

４
）
と
宛
先
お
よ
び
試
験
申
込
者

の
連
絡
先
（
電
話
番
号
）
を
明
記

し
た
も
の
を
同
封
の
上
、
左
記
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※

受
験
案
内
の
概
要
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数

・
行
政
職…

上
級
・
中
級
・
初
級

　
お
よ
び
職
務
経
験
者
の
う
ち
か

　
ら
15
人
程
度

・
行
政
職
（
身
体
障
が
い
者
対
象
）

　…

１
人
程
度

・
技
術
職
【
土
木
】…

上
級
・
中

　
級
・
初
級
お
よ
び
職
務
経
験
者

　
の
う
ち
か
ら
若
干
名

申
込
期
限
　
８
月
15
日
㈬

※

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

受
験
申
込
書
の
請
求
　
受
付
期
間

内
に
総
務
部
総
務
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
配
布

し
ま
す
。
ま
た
、
受
験
案
内
な
ど

の
申
込
関
係
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は

「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
１
４
０
円
切
手
と

宛
先
お
よ
び
試
験
区
分
を
明
記
し

た
も
の
を
同
封
の
上
、
左
記
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

※

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
は
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

※

申
込
書
の
提
出
先
は
、
総
務
部

総
務
課
の
み
で
す
。

〒
０
１
５―

０
８
０
１

由
利
本
荘
市
美
倉
町
27
番
地
２

☎
22―

４
２
８
２

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
総
務
課

※試験区分の併願（消防職員は除く）はできません。
※「大学」には、「専修学校の専門課程（修業年限が４年以上で
　その他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの）で文部科学
　大臣が指定したもの」を含みます。
※「短期大学」には、「高等専門学校」「専修学校の専門課程
　（修業年限が２年以上で、かつ、１６００時間以上の授業の履
　修を義務付けている課程）」を含みます。また、大学に２年以
　上在学し、62単位以上を修得した方も短大卒扱いとします。
※職務経験年数では、アルバイト・パートタイマー・臨時職員な
　どの正職員ではない経験年数を対象外とします。

第１次試験日・会場…９月16日㈰・市民交流学習センター
受付期間…７月17日㈫～８月15日㈬

昭和57年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた
方で、身体障害者手帳の交付を受けている方
自力で通勤ができ、かつ、介護者なしに職務の遂行が可
能である方で、活字印刷文による出題および口頭による試
験（個別面接）に対応できる方

昭和57年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方
で、一級土木施工管理技士の資格を有し、かつ民間企業な
どにおける土木工事の設計・施工管理などの職務経験が
５年以上（平成31年３月31日現在で５年見込みの場合を
含む）の方

昭和57年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた方
で、民間企業などにおける職務経験が５年以上（平成31
年３月31日現在で５年見込みの場合を含む）の方（学歴区
分なし）

以下の全て（各職種ごとの受験資格を含む）に該当する方
で、由利本荘市への移住および定住を希望する方
①現在県外に居住し、県外での職務経験年数が５年以上の方
②採用後に由利本荘市に居住する意向がある方

平成５年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた方
（大学、短期大学を卒業または卒業見込みの方を除く）

平成３年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた方
（大学を卒業または卒業見込みの方を除く）

技術職【土木】

行政職

行政職

職務経験者

行政職（中級）
技術職【土木】（中級）
行政職（初級）
技術職【土木】（初級）

（身体障がい者対象）

受　験　資　格試験区分

ア：平成３年４月２日から平成９年４
　月１日までに生まれた方
イ：平成９年４月２日以降に生まれた
　方で大学を卒業または平成31年３月
　卒業見込みの方
ア：平成５年４月２日から平成11年４
　月１日までに生まれた方
イ：救急救命士は、平成３年４月２日
　以降に生まれた方（大学を卒業もし
　くは平成31年３月卒業見込み、また
　はこれらに相当する学歴を有すると
　認められる方を除く）
ア：平成７年４月２日から平成13年４
　月１日までに生まれた方
イ：救急救命士は、平成３年４月２日
　以降に生まれた方（大学、短期大
　学などを卒業もしくは平成31年３月
　卒業見込み、またはこれらに相当す
　る学歴を有すると認められる方を除
　く）

試験
区分

受験資格
（アまたはイに該当する方）

上
　級

中
　級

初
　級

〒
０
１
５―

８
５
０
１

由
利
本
荘
市
尾
崎
17
番
地

 （
市
役
所
２
階
）

☎
24―

６
２
１
７

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
総
務
課

８月２日㈭

８月６日㈪

８月７日㈫

８月８日㈬

８月９日㈭

 9時20分
13時30分
 9時20分
13時45分
 9時45分
13時30分
 9時45分
13時10分
 9時30分
13時45分

10時～11時30分
14時～15時30分
10時～11時30分
14時～15時30分
10時～11時30分
14時～15時30分
10時～11時30分
14時～15時30分
10時～11時30分
14時～15時30分

30人
40人
50人
50人
30人
67人
30人
79人
67人
30人

矢 島 総 合 支 所
岩 城 総 合 支 所
東由利総合支所
西 目 総 合 支 所
由利本荘市役所
善 隣 館
由利本荘市役所
鳥 海 総 合 支 所
大 内 総 合 支 所
由利本荘市役所

□施設見学会の開催日程

□申し込み先

　出発場所　月　日 出発時間 見学時間 定員

☎２４-６２７６
☎５５-４９５１
☎７３-２０１１
☎５３-２１１２
☎６５-２２１１
☎６９-２１１０
☎３３-４６１０
☎５７-２２０１

由利本荘市役所
矢 島 総 合 支 所
岩 城 総 合 支 所
善 隣 館
大 内 総 合 支 所
東由利総合支所
西 目 総 合 支 所
鳥 海 総 合 支 所

出発場所
スポーツ・ヘルスコミッション推進部

各総合支所
 　　　　　 市民サービス課

申　し　込　み 電話番号
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国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
70
歳
〜
74
歳
の
方
全
員
へ
、

８
月
か
ら
使
用
す
る
高
齢
受
給
者

証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
新
し
い
受
給
者
証
は
７
月
中
旬

以
降
に
発
送
し
ま
す
。
お
手
元
の

受
給
者
証
は
有
効
期
限
が
切
れ
ま

し
た
ら
、
は
さ
み
な
ど
で
裁
断
し

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※

高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生

日
の
翌
月
（
誕
生
日
が
１
日
の
方

は
誕
生
月
）
か
ら
該
当
と
な
り
ま

す
。
８
月
２
日
以
降
誕
生
日
を
迎

え
る
方
に
は
、
誕
生
月
の
月
末
に

受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
る
場
合
に
は
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は

『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
』
）
の
提
示
に
よ
り
、

医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
証
を
持
参
の
上
、
市

民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
の
窓
口
に
て
交
付
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
方
も
、
８
月
１
日
以

降
引
き
続
き
高
額
な
医
療
費
が
発

生
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
（
７

月
24
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
開
始
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
〜
74
歳
で
課
税
所

得
１
４
５
万
円
未
満
の
方
・
６
９

０
万
円
以
上
の
方
は
「
高
齢
受
給

者
証
」
の
負
担
割
合
で
判
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
資
格
者
は
毎
年
８

月
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
況
届
の
対
象
者

に
は
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
期

間
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
が
な
い
と
８
月
分
以

降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
満

た
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
要
件
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
受
給
資
格
を

喪
失
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅

れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な

い
児
童
の
父
ま
た
は
母
、
ま
た
は
、

父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。
父
ま
た
は
母
が

重
度
の
障
が
い
者
（
児
童
扶
養
手

当
法
の
定
め
る
程
度
の
障
が
い
）

の
際
に
も
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▽
手
当
額
（
４
月
１
日
現
在
）

○
児
童
１
人
の
場
合

　
月
額
４
万
２
５
０
０
円
〜
１
万

　
３
０
円
（
所
得
に
応
じ
た
額
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

８
月
１
日
か
ら
現
況
届
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

7 5

町
内
会
や
自
治
会
な
ど
が
行
う

地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

6

国
民
健
康
保
険
の

高
齢
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

限
度
額
適
用
認
定
証
の

　
　
　交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に

☎
24―

６
２
４
５

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
年
金
班

◇
町
内
会
・
自
治
会
げ
ん
き
ア
ッ

　プ
ス
タ
ー
ト
事
業
を
追
加
募
集

　
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
が
地
域

の
活
力
増
進
と
連
帯
感
の
創
出
を

図
り
な
が
ら
「
夢
の
実
現
」
や

「
課
題
解
決
」
を
行
い
、
自
主
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
持
続

可
能
な
取
り
組
み
を
目
指
す
事
業

に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
事
業
　
町
内
会
や
そ
の
連
合

体
が
行
う
地
域
づ
く
り
活
動
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
平
成
31
年
３
月

ま
で
に
実
施
す
る
も
の

補
助
金
の
額
　
補
助
対
象
経
費
の

10
分
の
９
以
内

※

補
助
限
度
額
10
万
円
（
た
だ
し

予
算
の
範
囲
内
）

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
事
業

・
宗
教
的
、
観
光
・
慰
労
目
的
、

　
ま
た
は
個
人
に
対
す
る
助
成
事

　
業

・
市
の
他
の
助
成
制
度
に
該
当
す

　
る
事
業

申
し
込
み
方
法
・
期
限
　
８
月
17

日
㈮
ま
で
、
事
業
要
望
書
と
添
付

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
児
童
２
人
目
の
加
算
額

　
月
額
１
万
４
０
円
〜
５
０
２
０

　
円
（
所
得
に
応
じ
た
額
）

○
児
童
３
人
目
以
降
の
加
算
額

　
月
額
６
０
２
０
円
〜
３
０
１
０

　
円
（
所
得
に
応
じ
た
額
）

※

受
給
者
ま
た
は
同
居
し
て
い
る

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
以

上
あ
る
場
合
、
受
給
者
ま
た
は
児

童
に
係
る
公
的
年
金
を
児
童
扶
養

手
当
額
以
上
受
け
ら
れ
る
場
合
、

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の

あ
る
児
童
（
20
歳
未
満
）
を
監
護

す
る
父
ま
た
は
母
、
ま
た
は
、
父

母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

▽
手
当
額
（
４
月
１
日
現
在
）

○
障
が
い
等
級
が
１
級
の
場
合

　
児
童
１
人
に
つ
き

　
月
額
５
万
１
７
０
０
円

○
障
が
い
等
級
が
２
級
の
場
合

　
児
童
１
人
に
つ
き

　
月
額
３
万
４
４
３
０
円

※
受
給
者
ま
た
は
同
居
し
て
い
る

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
以

上
あ
る
場
合
、
児
童
が
公
的
年
金

を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
な
ど
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

現
況
届
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
児
童
扶
養
手
当

子
育
て
支
援
課

児
童
支
援
班

☎
24―

６
３
１
９

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当

福
祉
支
援
課

障
が
い
支
援
班

☎
24―

６
３
１
４

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　市長の長谷部です。６月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

　
こ
の
「
木
の
お
も
ち
ゃ
列
車
」

は
「
鳥
海
山
　
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館
」
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
（
７
月
１
日
）

に
あ
わ
せ
、
由
利
高
原
鉄
道
の
車
両
を
お
借
り

し
、
篤
志
家
か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
り
、
市
が
整

備
・
改
修
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
東
日
本
で
初
め
て
の
、
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
木
の
ぬ
く
も
り
が
あ
ふ
れ
る

列
車
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
美
術
館
と
列
車
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

６月４日（月）
○県知事へ要望書を提出（秋田県庁）

　
鳥
海
山
を
核
と
し
た
広

域
観
光
の
推
進
に
向
け
、

「
鳥
海
ダ
ム
建
設
事
業
に

伴
う
環
鳥
海
地
域
観
光
の

促
進
」
に
つ
い
て
の
さ
ら

な
る
協
力
を
、
佐
竹
知
事

へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
鳥
海
ダ
ム
の
建
設
を
契

機
と
し
て
、
秋
田
・
山
形

両
県
を
は
じ
め
、
関
係
自

治
体
な
ど
と
も
連
携
を
深

め
な
が
ら
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

６月24日（日）
○木のおもちゃ列車「なかよしこよし号」
　出発式（羽後本荘駅）

70歳以上の
皆さんへ（※）

平成30年８月から、
高額療養費の上限額が
変わります

（※）65歳以上の方で障害認定を受けて後期高齢者医療制度
　　に加入している方も対象になります。

高額療養費制度とは、
　ひと月に医療機関に支払った額が高額になった場合に、定められた上限額を
超えて支払った額を払い戻す制度です。上限額は、個人や世帯の所得に応じて決
まっています。
⇒平成30年８月から、上限額（月ごと・70歳以上）が下の表のように変わります。あわ
　せて「限度額適用認定証」が必要になる場合がありますので、ご留意ください。

年収約370～1,160万円（課税所得145～689万円）の方は
ご注意ください!!　　※年収は年金収入のみの方の金額

平成30年８月以降、ひと月に一つの医療機関での支払いが高額にな
る可能性がある方は、必ず市区町村窓口で、「限度額適用認定証」の
交付を申請してください。
※「限度額適用認定証」が提示されない場合、医療機関での支払い額が高
額になる場合があります。（ただし、その場合でも、上限額を超えて支払
われた額を後日払い戻すよう申請することができます。）

（※1）世帯収入の合計額が520万円未満（1人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が
　　  210万円以下の場合も含みます。
（※2）過去12カ月以内に3回以上、上限額に達した場合は、4回目から「多数回」該当になり、上限額が下がります。
（※3）住民税非課税世帯の方については、従来どおり、限度額適用・標準負担額減額認定証を発行します。
問い合わせ先　市民課または各総合支所市民サービス課
　　　　　・国民健康保険の方：☎２４－６２４５　・後期高齢者医療保険制度の方：☎２４－６２４４

適用区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

課税所得
　145万円以上の方 57,600円

　80,100円
＋（医療費－
267,000円）×1％
〈多数回44,400円
　　（※2）〉

課税所得
　145万円未満の方
　　（※1）

14,000円
年間の上限
144,000円

57,600円
〈多数回44,400円

（※2）〉

Ⅱ 住民税非課税世帯
　　（※3） 24,600円

Ⅰ 住民税非課税世帯
　（年金収入80万円
　　以下など）（※3）

8,000円
15,000円

現
役
並
み

一

　般

住
民
非
課
税

平成30年7月までの上限額（70歳以上） 平成30年8月からの上限額（70歳以上）

適用区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

課税所得
　145万円未満の方
　　（※1）

18,000円
年間の上限
144,000円

57,600円
〈多数回44,400円

（※2）〉

Ⅱ 住民税非課税世帯
　　（※3） 24,600円

Ⅰ 住民税非課税世帯
　（年金収入80万円
　　以下など）（※3）

8,000円
15,000円

Ⅲ 課税所得
　 690万円以上の方

Ⅱ 課税所得
　 380万円以上の方

Ⅰ 課税所得
　 145万円以上の方

252,600円
＋（医療費－842,000円）×1％
〈多数回140,100円（※2）〉

167,400円
＋（医療費－558,000円）×1％
〈多数回93,000円（※2）〉

80,100円
＋（医療費－267,000円）×1％
〈多数回44,400円（※2）〉

新
た
に「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
申
請

}☎
24―
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先

地
域
振
興
課
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各種検診8月
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健
康

だ 

よ 

り

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　
ま
た
は
各
地
域
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

ちょっとひといき・・・

人　の動き
６月末日現在・住民基本台帳
　　　　　　  （　）は前月比

人口　 77,738人   （-52）
男=37,098人  　（-33）
女=40,640人　  （-19）

世帯数 30,634世帯　（ ３）

事故･違反･飲酒運転のない街に！
６月の交通事故発生状況 

　事故件数   　６件

　死亡者数   　０人

　負傷者数   　７人

６月累計 昨年同期

　 　  ４４件

０人

５２人

３９件

１人

５０人
（６月３０日現在）

〈６月16日～６月30日受け付け分〉

〈６月16日～６月30日受け付け分〉 河内　貞一さん

佐々木ソヨさん

土田　四郎さん

堀井ミサオさん

渡部　キミさん

小助川綾子さん

伊藤　光子さん

伊藤テツヱさん

佐藤　キミさん

鎌田　晴也さん

佐藤　伉次さん

髙橋ナヲミさん

細矢タマコさん

嵯峨　久郎さん

宮崎タマ子さん

石川　信子さん

竹中　　勇さん

伊藤　時治さん

佐藤カネヨさん

黒木美登里さん

遠藤　敏夫さん

（給人町・90歳）

（花畑町・90歳）

（南ノ股・91歳）

（赤田・66歳）

（石脇・64歳）

（石脇・89歳）

（赤田・86歳）

（水林・92歳）

（西梵天・85歳）

（石脇・87歳）

神坂　吉助さん

小川久一郎さん

小松　智行さん

矢作　ヒサさん

佐藤　正治さん

猪股與左衛門さん

工藤　ツヤさん

佐々木チヤ子さん

三浦　信子さん

髙屋　チヱさん

（石脇・73歳）

（土谷・74歳）

（上野・45歳）

（赤田・86歳）

（御門・81歳）

（山内・82歳）

（水林・91歳）

（石脇・82歳）

（矢島町城内・85歳）

（矢島町城内・95歳）

（矢島町七日町・72歳）

（矢島町城内・95歳）

（岩城上黒川・92歳）

（岩城内道川・91歳）

（曲沢・94歳）

（及位・96歳）

（長坂・88歳）

（岩谷町・92歳）

（岩谷町・94歳）

（東由利黒渕・82歳）

（東由利老方・84歳）

髙橋　慶一さん

畠山　ミツさん

長田　金一さん

阿部　秀勝さん

木村　ミヱさん

村田　　誠さん

髙橋　敬一さん

村上フサコさん

梶原　秀一さん

小松長二郎さん

赤川　純一さん

（東由利老方・93歳）

（東由利黒渕・86歳）

（西目町沼田・81歳）

（西目町出戸・67歳）

（西目町海士剝・80歳）

（西目町沼田・66歳）

（鳥海町伏見・85歳）

（鳥海町猿倉・81歳）

（鳥海町伏見・92歳）

（鳥海町才ノ神・85歳）

（鳥海町下笹子・66歳）

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や

広
報
紙
へ
の
感
想
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

あ
て
先
　
広
報
課  

「
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ
り
」

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
タ
チ
ア
オ
イ
が
至
る
所
で

開
花
し
ま
し
た
。
市
内
に
は

た
く
さ
ん
の
種
類
の
タ
チ
ア

オ
イ
が
あ
り
、
こ
の
３
年
間
、

種
か
ら
増
や
そ
う
と
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
か
い

あ
っ
て
、
今
年
や
っ
と
開
花

し
ま
し
た
。
ま
く
前
に
、
種
を

一
晩
水
に
漬
け
る
の
が
コ
ツ

で
す
。

（
加
藤
さ
ん
・
60
代
・
矢
島
地
域
）

◆
孫
の
好
き
な
枝
豆
と
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
植
え
ま
し
た
。

今
か
ら
収
穫
が
楽
し
み
で

す
。

（
吉
田
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
（
由
利

本
荘
ア
リ
ー
ナ
）
オ
ー
プ
ン

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
今
で

も
市
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
ま
す
ま
す

由
利
本
荘
市
が
活
性
化
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
佐
藤
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

はやと

いずみ

のぞみ

いさき

り  こ

      あお

なつき

さ  わ

な  み

な の は       

れおん

りおん

みおん

かすみ

　　あおい

ゃちお も 　
　
　
さ
し
い
木
の
ぬ
く
も
り
と
子
ど

　
　
　
も
た
ち
が
元
気
に
遊
ぶ
姿
に
、

日
々
の
疲
れ
が
癒
さ
れ
て
い
く
気
が
し

ま
す
。休
日
は
ぜ
ひ
、
木
の
お
も
ち
ゃ
美

術
館
へ
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
慶
）

　
　
　
い
さ
い
頃
に
遊
べ
た
ら
楽
し
か

　
　
　
っ
た
だ
ろ
う
な
〜
と
思
い
な
が

ら
、
大
人
の
今
で
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま

う
お
も
ち
ゃ
美
術
館
。み
ん
な
で
末
永
く

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

　　
　
　
り
の
あ
そ
び
ば
に
あ
る
ツ
リ
ー

　
　
　
ハ
ウ
ス
を
見
て
、
子
ど
も
の
頃
に

よ
く
作
っ
た
秘
密
基
地
を
思
い
出
し
、
懐

か
し
く
な
り
ま
し
た
。子
ど
も
も
大
人
も

楽
し
め
る
施
設
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。　（
蔵
）

　
　
　
と
な
に
な
っ
て
か
ら
は
笑
う
こ

　
　
　
と
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。無
条
件
で
笑
顔
に
な
れ
る
の

は
こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
触
れ
た
と
き
。

そ
ん
な
空
間
が
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　（
Ｔ
）

公益財団法人秋田県市町村振興協会

※お住まいの地域に限らず、市民の方はどの会場でも検診を受けることができます。
※１月に予約申し込みを行い、乳がん検診（会場：由利組合総合病院）は定員に達しました。
　申し込みされた方は忘れずに受診してください。子宮がん検診は定員に余裕がありますので、
　ご希望の方はお問い合わせください。　◇予約先･･･健康管理課

実施日検診名実施地域 受付時間 会場

本荘 12:30 ～ 13:00

乳がん検診、
子宮がん・婦人科超音波
検診、HPV検査

20日（月）
27日（月）

22日（水）
24日（金）乳がん検診

由利組合総合病院

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

佐々木シマさん

熊谷　ツルさん

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

満100歳
おめでとうございます

（大正７年６月25日生まれ・前郷）

（大正７年６月23日生まれ・土谷）

～これからもお元気でお過ごしください～

■認知症カフェ（オレンジカフェ）
認知症の方本人はもちろんその家族、
地域住民など誰でも参加できます。
①展望カフェ「わかば」
　会場　サービス付き高齢者向け住
　宅わかば（石脇字田尻野８－３）
　日時　７月21日（土）　13時半～16
　時半
　参加料　無料
　内容　認知症サポーター養成講座
　問　木内さん　☎７４－３０１３
②森のほっとカフェ
　会場　あきた森の保健室（中田代
　字板井沢１１４－７）
　日時　７月26日（木）　14時～16時
　参加料　無料
　内容　ふるさとの思い出写真上映会
　問　小野さん　
　　　☎０８０－５７４１－８６２０
③オレンジ喫茶
　会場　コミュニティケア大内（岩谷
　町字西野２０９）
　日時　７月27日（金）　14時～16時
　参加料　500円
　内容　茶話会
　問　小笠原さん　☎６２－０８０５
　※送迎相談可

④認知症の人と家族のつどい
　会場　NPO法人由利本荘にかほ市
　民が健康を守る会事務所（石脇字
　石脇２）
　日時　７月28日（土）　14時～15時
　半
　参加料　無料
　内容　情報交換など　
　※毎週水曜10時～15時は個別電
　話相談可
　問　谷合さん　☎２３－４４８８

⑤認知症予防拠点カフェあまさぎ
　会場　かやぶき荘（岩城冨田字根
　本10－22）
　日時　８月９日（木）　10時～14時
　参加料　無料
　内容　「熱中症と脱水の話」と「コ
　グニサイズ」
　問　渡辺さん　☎６２－５００１
　※送迎相談可

佐々木颯人ちゃん（祐介さん）中梵天

林　　泉硯ちゃん（志堅さん）花畑町

木村　希実ちゃん（  聖  さん）石脇

嵯峨　泉咲ちゃん（裕也さん）石脇

豊島　李來ちゃん（  久  さん）一番堰

髙橋　　葵ちゃん（英雄さん）石脇

佐藤　菜月ちゃん（  誠  さん）二番堰

佐々木沙和ちゃん（陽祐さん）薬師堂

畑沢　凪南ちゃん（  亨  さん）石脇

牧野菜乃羽ちゃん（哲也さん）石脇

猪股　玲央ちゃん（智晃さん）中梵天

田中　莉媛ちゃん（　太さん）石脇

佐藤　澪音ちゃん（善人さん）石脇

鈴木　椛純ちゃん（康二さん）川口

佐藤　　葵ちゃん（雅也さん）東鮎川

　　-


